秋の 幻 
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ような 雨が 降った。 それ は、 空から 落ちて 来る ので は 

なくて、 地から 舞い 上る 糠雨の ようであった。 往来に 

は 深い 泥濘が 出来、 家の 中 はじめ じめ していた。 村の 

( 一 字 欠) 

人達 は、 鶏 小屋の 掃除 や 牛馬の 口 に 苦心した。 そ 

れ よりもな お 一 層、 稲ゃ薔 麦の 実入り や 大根 や 里芋の 

収穫に 心痛め た。 そして 彼等 は 毎日 眉 を 顰めて 雨の 空 

を 見上げながら、 ぶらぶら 遊んで いた。 

けれど いっとな くその 長雨が 霽れる と、 小春の いい 

天気に 返った。 少しく 南に 廻った 鈍い 日脚が、 野の 上 

を 一 面に 黄色く 輝かした。 そして 大地の 上 は 見渡す 限 

リ、 活動と 収穫との 時期に 返った。 雨に 痛んだ もの は 



お生れの 方で お 仕 合せで ございま すご 

そういう 巡礼の 人々 が 語って ゆく 話 は、 遠い 生れぬ 

先に 聞いた ように 思われる 話ば かりだった。 彼女 等の 

鈴の 音が、 閑寂な 村の 木立の 間に 消えて ゆく の を 聞い 

ている と、 彼 は 自分の 母親の 膝に 鎚り つきたい ような 

気持になる のであった。 

幼い 頃、 春になる とよく 彼 は 紙 風 を 揚げた。 時々 は 

村の 百姓 達に 叱られながら、 紫雲 華 〔# 「紫雲 華」 は マ 

マ〕 の 咲いた 畑の 上に 蹲って、 自分の 紙砜を 向う の 連 

山の 高さと 競った ものだった。 その 平野 を 限って いる 

向う の 一 連の 山脈 は、 然し 秋になる と、 妙に 彼の 心 を 



「あり 難い 菩薩 様で、 来 を 一 粒 恵んで やれば 十 粒に し 

て 返して 下さる、」 と 巡礼の 女の 云った 言葉 を、 彼 は そ 

の 時 何等 功利的な 打算 もな しに 思い 浮べる ことが 出来 

た。 

「お母さん 巡礼の 旅に 出かけません かごと 彼 は 云った。 

「お前さん も 一 緒なら …… 。 お父さんが 亡くなられて 

から、 私 も 一 度 N …… の 地蔵 様に ぉ詣リ しょうと 思つ 

て いました から ご 

母の 答え は 何 如に も 静かであった。 

眼 を 挙げてみ ると、 遠い 地平から、 山の頂から、 ま 

た 高い 青空から、 帰り 来れと 招く がよう な 誘惑が あ つ 



た。 彼 は そして 母の 方 を また ふり 返って 見た。 

「本当の 巡礼でなくて いいから、 ただ 地蔵 様に ぉ詣り 

に 出かけましょう ご と 彼 は 母に 答えた。 

そして 或る 晴れた 日の 朝、 二人 は、 下女に 留守居 を 

さして、 二 泊の 予定で N …… の 地蔵尊 参詣の 旅に 出た。 

何処かに 帰り ゆく ような 心で。 そして 二 泊の 徒歩の 旅 

から 帰って来た 時、 田の 稲 は 殆んど 刈られて しまって 

いて、 晩秋の 樹の 梢に 百舌鳥が 啼 いていた。 
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